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されている尿素誘導体の水素結合力を AFM で測定した。すなわち、尿素誘導体とカルボキシル基を SAM により探
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⑶ 代表的なフォトクロミック化合物であるスピロベンゾピラン分子の分子間相互作用力を AFM で測定し、光照
射による相互作用力の変化の観測に成功するとともに、その単一力の光誘起変化を認め、分子レベルでの相互作
用の光変調を明らかにした。 
⑷ 光応答性ホスト分子であるクラウン化スピロベンゾピランを含む可塑化ポリ塩化ビニル膜の膜電位の光応答
を測定し、pH や金属イオンによってホスト分子の錯体形成反応にともなう膜電位が発生し、その光応答が変化
することを明らかにした。 
 以上のように、機能性分子のホスト-ゲスト相互作用を新しい測定法により研究することで、様式の異なる相互作用
力を分子レベルで測定できることを明らかにするとともに、相互作用の刺激応答性が観測できることを示した。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
